
　 　 　 　 ５ ０ 周 年 記 念 総 会 　 同 窓 会 出 席 者 名 簿 　 　 平 成 ２ ４ 年 ７ 月 ７ 日 ( 土 ） 　 　 　 銀 座 ス タ ー ホ ー ル

校 長 山 田 　 清 隆 S 3 4 電 気 国 広 　 敬 明 S 3 8 電 気 松 井 　 國 昭 S 5 5 設 備 石 黒 　 幸 二 H 2 0 電 子 中 原 　 大 助

先 生 中 村 　 達 志 S 3 4   電 通 乙 部 　 紀 満 S 3 8 機 械 岡 村 　 勝 義 S 5 5 設 備 寺 嶋 　 寛 人 H 2 1 電 子 藤 岡 　 嵩 洋

先 生 小 柳 　 　 茂 S 3 4 電 気 足 立 　 博 俊 S 3 8 機 械 加 藤 　 晋 徳 S 5 5 設 備 兼 築 　 良 介 H 2 1 工 化 澤 田 　 右 京

S 2 6 機 械 赤 尾 　 正 洋 S 3 5  工 化 段 原 　 一 義 S 3 8 機 械 桑 野 　 勝 彦 S 5 8 電 気 古 野 　 　 中 H 2 1 電 子 木 脇 　 真 一

S 4 2 電 子 篭 原 　 裕 明 S 3 5 機 械 徳 本 　 高 久 S 4 0 機 工 中 村 　 洋 人 H 1 電 子 友 尻 　 　 圭 H 2 1 電 子 尾 崎 　 真 生

S 3 6 機 械 坂 田 　 智 之 S 3 5 機 械 桑 野 　 和 親 S 4 0 工 化 川 路 　 謙 一 H 1 電 子 長 崎 　 泰 介 H 2 1 電 子 高 田 　 弘 司

S 1 7 電 気 佐 々 木 　 章 S 3 5 電 通 折 本 　 敏 之 S 4 0 工 化 濱 田 　 鉄 弘 H 1 電 子 渡 邊 　 信 之 H 2 1 電 子 横 山 　 弘 法

S 2 0 機 械 宮 﨑 真 一 郎 S 3 6 電 通 村 上 　 重 幸 S 4 1 機 工 中 村 　 孝 行 H 2 設 備 田 中 　 功 三 H 2 2 電 機 馬 場 口 健 太

S 2 5 機 械 坂 田 　 耕 一 S 3 6 電 気 中 野 　 　 弘 S 4 1 電 気 佐 々 木 　 淳 H 2 電 子 別 府 伸 二 郎 H 2 2 電 機 森 田 　 圭 吾

S 2 6 機 械 白 川 　 繁 利 S 3 6 電 気 白 根 　 眞 澄 S 4 3 電 気 池 田 　 満 生 H 2 電 子 吉 岡 　 智 彦 H 2 2 電 子 渡 邉 　 香 織

S 2 6 機 械 吉 武 　 繁 雄 S 3 6 機 械 植 村 　 義 之 S 4 3 機 械 横 見 　 守 明 H 3 電 子 西 濱 　 博 司 H 2 3 電 機 中 村 　 　 大

S 2 8 電 気 松 村 　 　 侃 S 3 6 電 気 野 見 山 誠 一 S 4 4 機 械 関 原 　 一 敏 H 4 電 子 西 村 　 規 正 H 2 3 電 気 藤 原 　 　 豪

S 2 8 機 械 山 口 　 善 司 S 3 6 電 気 黒 崎 　 　 昇 S 4 4 電 子 山 本 　 　 茂 H 4 電 子 岑 　 　 建 一 H 2 3 電 子 伊 東 　 真 樹

S 2 9 機 械 井 本 　 義 孝 S 3 6 電 気 井 上 美 智 男 S 4 4 電 気 二 宮 　 　 隆 H 4 電 子 河 野 　 智 彰 H 2 4 電 機 吉 本 　 航 也

S 2 9 電 気 臼 井 　 俊 一 S 3 6 電 気 村 田 　 一 美 S 4 4 機 工 山 田 　 茂 美 H 6 電 子 藤 原 　 　 淳 H 2 4 電 機 米 澤 　 綜 気

S 2 9 電 気 武 田 　 明 治 S 3 6 電 気 髙 辻 　 新 生 S 4 7 機 械 瀬 戸 　 一 己 H 6 電 子 賀 美 　 敦 史 H 2 4 電 機 大 原 　 尚 峻

S 2 9 電 気 横 尾 　 研 輔 S 3 6 電 気 大 濱 　 光 正 S 4 8 工 化 荒 添 　 秀 幸 H 8 電 子 道 下 　 　 忍 H 2 4 電 機 高 田 　 啓 伍

S 3 0 電 気 吉 田 　 正 昭 S 3 6 電 気 原 　 　 和 幸 S 4 8 工 化 二 宮 　 抹 実 H 1 3 電 子 太 田 　 龍 志 H 2 4 電 子 時 田 　 真 也

S 3 0 化 学 脇 山 森 四 郎 S 3 6 電 気 松 山 　 祐 治 S 4 9 機 械 豊 嶋 　 一 喜 H 1 6 電 子 福 永 　 　 葵 H 2 4 電 子 前 原 　 利 城

S 3 0 電 気 原 田 　 愛 士 S 3 6 電 気 湯 川 　 　 叡 S 5 1 機 械 江 島 　 則 之 H 1 7 電 子 清 水 　 　 輝 昭 和 生 　 　 7 0 名

S 3 1 機 械 木 村 　 忠 石 S 3 6 機 械 坂 田 　 智 之 S 5 3 工 化 塚 本 み の る H 1 9 電 機 柴 田 　 　 慧 平 成 生 　 　 3 7 名

S 3 2 電 気 山 村 　 雅 俊 S 3 7 電 気 大 林 　 義 明 S 5 4 工 化 大 串 　 保 浩 H 2 0 電 子 肱 岡 　 祐 也 　 合 計 　 　 1 0 7 名

                        

 

関東支部同窓会のご案内 
 
 
日時、 ７月６日(土) １４時開始 (１３時３０分受付開始) 
場所、 銀座「スターホール」 サッポロ銀座ビル９階 

       電話 ０３－３５７１－５３７１ 
    （地下鉄銀座駅 Ａ－４出口より直通 ） 
会費  男性（昭和～平成１０年生） ８０００円   

男性(平成11年以降) ・女性 ５０００円        
新社会人               無料 

       出欠の返事は6月20日までに同封はがきでお願いします。 
                                  

                              

５
０
周
年
記
念
総
会
の
出

席
者
数
は
百
七
名
（
昭
和
生

七
十
名
、
平
成
生
三
十
七
名
）

で
１
９
歳
か
ら
８
７
歳
ま
で

活
気
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い

同
窓
会
で
し
た
。
本
校
か
ら

山
田
新
校
長
、
中
村
先
生
、

小
柳
先
生
、
北
辰
会
本
部
よ

り
赤
尾
元
会
長
、
篭
原
副
会

長
、
坂
田
事
務
局
長
を
迎
え

ま
し
た
。
最
長
老
大
曲
先
輩

（
今
回
は
不
参
加
）
、
佐
々

木
元
支
部
長
、
吉
田
前
支
部

長
、
篭
原
副
会
長
へ
の
感
謝

状
、
技
能
五
輪
金
賞
の
清
水

さ
ん
（
Ｈ
１
７
）
、
元
南
極

観
測
隊
藤
原
さ
ん
（
Ｈ
６
）

の
経
験
談
な
ど
５
０
周
年
記

念
総
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

部
活
Ｏ
Ｂ
会
で
は
昨
年
発
足

し
た
ラ
グ
ビ
ー
部
関
東
Ｏ
Ｂ

会
、
陸
上
部
関
東
Ｏ
Ｂ
会
、

設
立
検
討
中
の
野
球
部
、
登

山
部
の
Ｏ
Ｂ
が
集
ま
り
熱
心

に
情
報
交
換
。
趣
味
の
会
で

は
ゴ
ル
フ
同
好
会
が
会
員
の

募
集
を
始
め
ま
す
。

遠
方
か
ら
門
司
支
部
長
の

徳
本
さ
ん
（
Ｓ
３
５
）
（
本

部
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
長
）
、
行

橋
・
京
都
支
部
長
の
桑
野
さ

ん
（
Ｓ
３
５
）
、
北
九
州
の

横
尾
さ
ん
（
Ｓ
２
９
）
、
京

都
の
臼
井
さ
ん
（
Ｓ
２
９
）
、

笑
顔
の
紅
３
点
二
宮
扶
実
さ

ん
（
Ｓ
４
４
）
、
塚
本
み
の

る
さ
ん
（
Ｓ
５
３
）
、
渡
辺

香
織
さ
ん
（
Ｈ
２
２
）
。
感

謝
!!

２
次
会
は
神
楽
坂
（
元
老
組
）
、

新
橋
（
中
堅
組
）
、
銀
座

（
若
手
平
成
）
で
お
こ
な
わ

れ
た
。

新

橋

サ

ロ

ン

「
ト
ッ
プ
」
は

移
転
の
為
会
合

場
所
検
討
中
。

同
窓
生
紹
介

今
回
よ
り
関
東
支
部
会
員

で
顕
著
な
活
動
を
さ
れ
て
い

る
方
を
１
名
掲
載
し
て
い
き

ま
す
。

第
一
回
は
玉
井
寛
さ
ん

（
Ｓ
３
４
年
電
通
）

福
島
学
院
大
学
学
長

昭
和
１
５
年
北
京
生
ま
れ
、

昭
和
３
４
年
小
倉
工
業
高
校

電
通
科
卒
業
後
、
富
士
通
フ
ァ

ナ
ッ
ク
に
就
職
、
そ
の
後
慶

応
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学

研
究
科
修
士
課
程
終
了
後
、

福
島
女
子
短
期
大
学
助
手
、

日
本
・
精
神
技
術
研
究
所
に

勤
務
、
そ
の
後
津
田
ス
ク
ー

ル
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
と
独

協
大
学
で
非
常
勤
講
師
、
２

０
０
２
年
に
福
島
学
院
大
学

短
期
大
学
部
教
授
、
本
年
４

月
よ
り
学
長
に
就
任
。
専
門

分
野
は
社
会
心
理
学
，
性
格

心
理
学
・
心
理
測
定
で
特
に

「
内
田
ケ
レ
ペ
リ
ン
検
査
・

精
研
式
文
章
完
成
法
テ
ス
ト

に
通
じ
て
い
る
。
日
本
応
用

心
理
学
名
誉
会
員
と
し
て
も

活
躍
さ
れ
て
い
る
。

ラ
グ
ビ
ー
部
関
東
Ｏ
Ｂ
会
副

会
長
、
関
東
支
部
の
活
動
に

も
大
変
な
理
解
者
で
応
援
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

小倉工業高校北辰会 （同窓会） 関東支部報 平成２５年６月１日

百
名
を
超
え
る
盛
会

５
０
周
年
記
念
総
会

主な記念総会行事

１．感謝状授与

大曲先輩 （９７歳）

佐々木元支部長

吉田前支部長

籠原副会長

２．記念品

母校生徒作成文鎮

(写真右端中）

７名からの寄稿

３４名からの広告支援

総会開催履歴

１０年出席表



平 成 2 5 年 卒 業 生 名 簿 　   　           　  　 平 成 2 5 年 2 月 2 8 日
氏 　 名 部 活 動 進 路 先 （ 就 職 ・ 進 学 ）

機 械 科
北 野 　 晴 善 陸 上 富 士 重 工 業 ㈱ 　
澤 池 　 翔 矢 ｻ ｯ ｶ ｰ 日 野 自 動 車 ㈱
百 武 　 晃 紀 野 球 日 本 水 産 ㈱
肥 吉 翔 太 郎 日 本 体 育 大 学
電 子 機 械 科
熊 添 　 道 夫 陸 上 ㈱ 牧 野 フ ラ イ ス 製 作 所 　
廣 畑 　 輝 人 陸 上 富 士 重 工 業 ㈱ 　
電 気 科
古 賀 　 宏 史 卓 球 部 三 井 造 船 プ ラ ン ト エ ン ジ ニ ア リ ン グ ㈱
林 　 裕 史 陸 上 部 日 立 ア プ ラ イ ア ン ス ㈱ 　
米 村 　 紘 毅 野 球 部 ㈱ 日 立 テ ク ノ ロ ジ ー ア ン ド サ ー ビ ス

電 子 科
上 野 　 雅 斗 空 手 道 サ ン ラ イ ズ ・ エ ン ジ ニ ア リ ン グ ㈱
梅 津 　 純 ﾊ ﾞｽ ｹ ｯ ﾄ ﾎ ﾞｰ ﾙ 日 立 ア プ ラ イ ア ン ス ㈱ 　
大 野 　 優 希 書 道 東 邦 チ タ ニ ウ ム ㈱ 　
竹 野 　 竜 一 ﾊ ﾞﾄ ﾞﾐ ﾝ ﾄ ﾝ 理 想 科 学 工 業 ㈱
茶 圓 　 章 弘 書 道 ㈱ 日 立 ハ イ テ ク ノ ロ ジ ー ズ 　
春 山 　 裕 汰 ﾊ ﾞﾚ ｰ ﾎ ﾞｰ ﾙ ㈱ ト ッ パ ン テ ク ノ
松 元 　 北 斗 ﾊ ﾞﾄ ﾞﾐ ﾝ ﾄ ﾝ ㈱ 東 芝 　 電 力 ・ 社 会 シ ス テ ム 社
山 内 　 雅 人 郷 土 芸 能 富 士 ゼ ロ ッ ク ス マ ニ ュ フ ァ ク チ ュ ア リ ン グ ㈱

工 業 化 学 科
田 中 　 亮 陸 上 部 Ｊ Ｘ 日 鉱 日 石 エ ネ ル ギ ー ㈱ 　

平成２４年住所異動・訃報・退会　　（昨年６月の出欠はがきの情報です）　　　　　

　卒業年 　科 　氏名
　　退会 Ｓ１５年 機械 河野数幸

Ｓ２１年 化学3種 森山昭三
Ｓ３０年 工化 小村利興
Ｓ３８年 電気 狭間啓之

　　訃報 Ｓ９ 機械 大曲政則 2013年1月
Ｓ１３年 電気 中野博士 2012年4月
Ｓ１８年 機械 山下二三 2009年
Ｓ20年 機械 小路丈夫 2012年9月
Ｓ２６年 電気 高橋哲夫 2012年12月
S２９年 機械 前田　猛 2009年11月
S３１年 電気 原　義彦 2012年4月
Ｓ３４年 機械 大畑浩一
Ｓ３５年 化学 金崎慶造 2011年 5月
Ｓ３５年 機械 小林　保 2011年 9月
Ｓ３７年 機械 倉本三千年 2012年1月

ご冥福をお祈りいたします

収 　 入 支 　 出
項 　 目 項 　 目

前 期 繰 越 金 2 9 8 , 1 7 8 総 会 費
年 会 費 　 （ 1 0 9 名 ） 2 1 8 , 0 0 0 　 　 会 場 費 5 8 9 , 8 9 0
本 部 支 援 金 1 0 0 , 0 0 0 　 　 新 卒 生 歓 迎 会 費 1 7 4 , 0 0 0
総 会 参 加 費 8 5 5 , 2 2 0 　 　 記 念 品 作 成 等 2 0 0 , 5 1 8
〔 寄 付 含 む ・ 手 数 料 差 引 後 〕 　 　 来 賓 交 通 費 1 2 1 , 3 1 0
総 会 ・ 会 場 募 金 7 7 , 5 1 3 　 　 諸 経 費 2 5 , 5 2 0
〔 御 祝 金 含 む 〕 支 部 報 ・ 封 筒 他 印 刷 費 1 5 8 , 8 4 2
広 告 収 入 1 7 2 , 0 0 0 （ 発 送 料 含 む ）

受 取 等 通 信 費 2 7 , 1 1 0
本 部 総 会 他 広 告 費 2 0 , 0 0 0
次 期 繰 越 金 4 0 3 , 7 2 1

合 　 計 1 , 7 2 0 , 9 1 1 合 　 計 1 , 7 2 0 , 9 1 1

第 5 0 期 会 計 報 告

登
山
部

平
成
２
５
年
５
月
３
０
日

浜
松
町
で
、
登
山
部
関
東
Ｏ

Ｂ
会
の
発
足
式
を
行
い
ま
し

た
。

（
写
真
上
）

会
長
は
中
村
洋
人
、
事
務
局

は
豊
嶋
一
喜
、
会
員
は
松
井

国
昭
、
工
藤
勇
、
野
見
山
誠

一
、
岡
村
勝
義
、
村
田
一
美

の
７
名
で
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

み
ん
な
で

ゴ
ル
フ

Ｏ
Ｂ
会
及
び
発
足

あ
な
た
が
居
て

僕
が
い
る

部
活
Ｏ
Ｂ
会
活
動
報
告

○
ラ
グ
ビ
ー
部
関
東
Ｏ
Ｂ
会

活
動
報
告

第
二
回
Ｏ
Ｂ
会
総
会
が
昨
年

１
０
月
２
３
日
に
行
わ
れ
、

本
年
４
月
役
員
会
、
九
州
大

会
の
報
告
、
そ
の
他
支
援
活

動
な
ど
活
発
に
行
わ
れ
て
い

る
。

写
真
は
昨
年
１
０
月
の
第
二

回
総
会
の
懇
親
会
風
景

（
写
真
上
）

○
山
岳
部
関
東
Ｏ
Ｂ
会
の
発

足本
年
５
月
第
一
回
の
発
足
会

合
が
行
わ
れ
た
。
会
長
は
中

村
洋
人
（
Ｓ
４
０
・
機
工
）
、

事
務
局
長
豊
島
一
喜
（
Ｓ
４

９
・
機
械
）
会
員
は
松
井
国

昭
（
Ｓ
３
８
・
電
気
）
、
工

藤
勇
（
Ｓ
３
９
・
電
通
）
、

村
田
一
美
（
Ｓ
３
６
・
電
気
）
、

野
見
山
誠
一
（
Ｓ
３
６
・
電

気
）
が
会
員
登
録
、
本
年
か

ら
東
京
近
郊
の
山
歩
き
を
計

画
し
て
い
る
。

○
陸
上
部
関
東
Ｏ
Ｂ
会
の
発

足昨
年
６
月
に
発
足
、
７
月
総

会
時
の
２
次
会
で
第
１
回
懇

親
会
を
行
っ
た
。

今
年
は
７
月
総
会
時
の
２
次

会
で
第
２
回
懇
親
会
を
予
定

し
て
い
る
。

会
長
は
友
尻
圭
（
Ｈ
１
・
電

子
）
母
校
の
中
村
達
志
先
生

か
ら
の
指
導
を
受
け
た
部
員

が
中
心
。

現
状
会
員
数

１
３
名

北
辰
関
東
ゴ
ル
フ
会

平
成
２
５
年
春

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
報
告

五
月
晴
れ
の
５
月
８
日
取

手
桜
ヶ
丘
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で

８
名
が
参
加
、
フ
ラ
ッ
ト
で

パ
ー
が
出
や
す
い
比
較
的
易

し
い
コ
ー
ス
で
楽
し
い
ゴ
ル

フ
で
し
た
。
次
回
の
秋
ゴ
ル

フ
も
こ
の
コ
ー
ス
で
行
う
予

定
で
す
。
参
加
は
明
田
喜
八
、

吉
田
正
昭
、
藤
吉
重
樹
、
足

立
博
俊
、
野
見
山
誠
一
、
城

島
勝
、
工
藤
勇
、
山
本
茂
。

春
と
秋
に
開
催
し
て
い
る

が
常
時
会
員
を
募
集
し
て
い

る
。
写
真
は
（
上
）
１
２
年

秋
は
紫
Ｃ
Ｃ
、
（
下
）
１
３

年
春
は
取
手
桜
ヶ
丘
Ｇ
Ｃ
。

迎
え
る
言
葉

け
し
て
あ
な
た
が
、
悪
い

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
孤
独

に
感
じ
る
事
も
あ
る
で
し
ょ

う
、
し
か
し
同
窓
会
に
、
来

る
事
で
報
わ
れ
ま
す
。

仕
事
を
サ
ボ
り
た
い
時
も

あ
る
で
し
ょ
う
、
し
か
し
同

窓
会
に
来
る
事
で
報
わ
れ
ま

す
。
あ
な
た
の
輝
く
未
来
の

為
に
、
そ
し
て
あ
な
た
の
軌

跡
は
功
績
は
社
会
貢
献
と
な

り
必
ず
報
わ
れ
ま
す
。
ま
る

で
、
ピ
カ
ソ
の
よ
う
に
。

（
カ
レ
チ
）

新
社
会
人
を
歓
迎
会
で

祝
福

５
月
１
８
日
新
橋
マ
ン
ダ
リ

ン
で
新
社
会
人
５
名
、
担
任

だ
っ
た
田
中
貴
美
子
先
生
、

籠
原
副
会
長
、
関
東
支
部
か

ら
役
員
６
名
が
参
加
し
た
。

始
め
の
硬
い
雰
囲
気
が
カ
ラ

オ
ケ
で
盛
り
上
が
り
就
職
後

１
ヶ
月
半
で
の
再
開
は
新
し

い
門
出
へ
の
思
い
出
に
な
る

だ
ろ
う
。

（
写
真
右
）

体
育
館
耐
震
工
事

母
校
で
も
体
育
館
の
耐
震

工
事
が
始
ま
っ
た
。
関
東
で

は
あ
た
り
ま
え
だ
が
小
倉
で

も
防
災
へ
の
備
え
は
着
々
と

進
ん
で
る
。
（
写
真
右
）

○
幹
事
の
新
任
と
交
替

新
任

岡
村
勝
義

Ｓ
３
８
機
械

ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会

事
務
局
長

新
任

吉
岡
智
彦

Ｈ
２

電
子

退
任

本
田
克
知

Ｈ
１
９
電
子

名
古
屋
転
勤

○
監
査
の
交
替

新
任

山
本

茂

Ｓ
４
４
電
子

退
任

村
上
重
幸

Ｓ
３
６
電
通

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
完
成
し
、
更
新
中
で
す
、

見
て
下
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
２
０
０
８

年
に
開
設
以
来
５
年
目
で
大

幅
に
刷
新
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン

と
見
や
す
さ
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
、
契
機
に
管
理
人
が

野
見
山
誠
一
支
部
長
か
ら
国

広
敬
明
幹
事
に
交
代
し
ま
す
。

編
集
後
記

昨
年
の
支
部
報
は
母
校
に

印
刷
を
お
願
い
し
、
宛
名
印

刷
、
封
入
、
発
送
の
一
連
を

野
見
山
宅
に
幹
事
数
名
が
集

ま
り
夜
半
ま
で
か
か
っ
た
事

を
反
省
し
て
、
今
年
は
外
注

す
る
事
に
し
た
。

但
し
支

部
報
編
集
作
業
は
寺
嶋
幹
事
、

原
稿
作
成
は
野
見
山
が
担
当

し
て
作
成
し
た
。

寺
嶋
幹

事
は
夜
な
夜
な
事
務
局
に
通

い
、
機
器
も
揃
っ
て
い
る
事

務
局
の
方
が
確
か
に
効
率
も

良
く
、
何
と
い
っ
て
も
話
相

手
が
居
る
方
が
ス
ム
ー
ズ
に

運
ん
だ
よ
う
だ
。
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